
こうないしう

止または不能筒所， 通告および合図， 特殊な通告合図， 入j奥合

医|およじ入j央合!頚，* ， 貨物線入換， 客貨111 区和il入換， 繰) 11 j卦相

互聞の貨車受授;およびìili絡刀法， 111問の留tf1 ， 制動 くつの収扱，

機IMIlI1入出区l民放等を定める。

6 転徽探(てんてっき)の取扱

転車故総の]夜抜方法，阪徽手の現場w務時}切，転轍手が 2 名以

七で作業する場合の連絡， 見磁担当者とてこ依但当者ーと の業務

区分:および執務，列車を進入させる場合の取扱，転鰍日iiの鎖鋲~，

;I!丘鰍総掃除分抱および抑\1徐ブ'5 i去を定め る。

7 閉塞(へいそく)の取扱

閉塞専JfJ1!L話機の取扱，閉塞扱および列車11闘 I}表の取扱およ

び~豊田11，凶器方式;変更のJ;J);合における変更打合わせf占i所， 通信

式に使用する 7起訴機の指定および通信式記録若干の使用方法， 1刻

&\\受授の通報迎給， 接近'IlÏ鈴総の設置箇所および取扱刀法等を

定める。

8 信号の取依

l!i1&\\扱助役と信号掛とのiili給 ， イ百号掛相互間の)ili絡， 信号機

の取扱，信号:IJ.!示確認， 限 lfii' 向lf錠日誌， 代用手イ日号および通過手

伝号 E見示方法， 特殊信号の目白十J- f.l1i T9r，保安設備の保守分担， 保

安装置の掃除および注ìill等について定める。

9 11j:放の処理

迎伝Tlj: 故発生のJ;J;}合の以1I系f3l所に対する通知刀法およびその

系統，立WI!i tlj:故発生の場合の応，急処置計画， ヂじ (yj事故発生のよ場

合の事務分担および述絡ブ5i去を定める。

10 構内設備の管l'JI

鰐内配線路凶，各線路の名称 ・ 使用方法および収容力， ;1日世
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22 ・ 信号後および保安設(Hliの管理， 貨物経{卸場， >通信言支出ii ， 出

発合 181 日品等の ~J J]lについて定める。

11 巡'I!L; ) IJ具の盤的および迎用

運転用具の保管JIJ(扱 ， 運転i単語簿， 列車運転状況表，時計の

斉正等について定める。

12 休旋の管理!

休養1時間， 休夜中の代行者，休養者と代行者相互間の.Jj:務引

紺;方法， i判定の場所主主を定める。

13 指導教務

隣内巡視の方法，戦名別養成基準， 業務指導教従ーのブ'51去を定

める。

14 作業上の泊:X工事項

111号掛 ， j栄 111 j卦 ， 信号掛，転轍手， 連結手， 踏切答手につい

て定める。(内回日彦)

こうないしうんでん 構内試運転 鉄道工場や惨劇区 ・ 電車

l玄等で修繕在終った11工両や，その重要部分に改造を加えた11ï阿

は使用に先だって試巡転を行い， 修繕工事が手務ちなく完了し

ていること ， したがって'滋築総に引出して爽i僚に使用してさし

っかえないという保詰Eを付けなければならない。

このため鉄治工湯や修繕を行う駅区の桝内には， 延長 1 ，000-

1 ，500m 程度の試巡転線を施設してあるのが普通であるから，

修絡を終 った11ï岡は必ずこの榊内試運転総に引出して， この短

距雄の 11司を 1司 l亘lか往復運転しつつ，草取hì'n\l皮の上子|具合や，機

~m ・ 旨 1- 7.;;の副M整その他の出来栄(できばえ)を確認、する。もし不

完全箇所が見付 かれば手直 しをする。工場や駅区の椛内におけ

るこの試験巡;1訟を併内試運転という 。なお台)11 ・ 111輪等のよう

2, r，'/í内作業
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